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リポソーム（liposome）は、脂質二重層を持つ球状の小胞体であり、脂質二重層は細胞膜などの脂

質二重層と融合（膜融合）することができるため、薬品などを投与するための輸送手段として利

用できる。膜融合は２つの脂質膜が合体して一つの膜になる現象で、多くの細胞現象にかかわる

重要な過程であり、小胞輸送など細胞内の多くの過程に関わっている。このような膜融合現象、

すなわち、リポソーム同士やリポソームと細胞が会合した場合にはどのように進行するかを解明

することは、リポソームの応用を考える上でも重要である。 

 我々は、これまでに 100 nm程度の大きさのナノバブルが合体・融合する現象を追求し、同じ大

きさのバブル同士が選択的に合体・融合する特異的な現象を見出している。このような特異的な

合体・融合現象が、同じように 100 nm程度の大きさのリポソームにおいても起こりうるかを調べ

たので、その結果を報告する。 

我々は 100 nm径の大きさのリポソームを作製し、時間の経過とともにリポソームの粒径がどの

ように変化するかをナノ粒子トラッキング解析法（NTA 法）で調べた。図１に、水の中のリポソ

ームの典型的な粒径分布の測定結果を示す。この図から、粒径が離散的な値をとること、その離

散的な粒径が 倍ずつ大きくなっていることが分か

った。この特徴的な粒径分布は、ナノバブルの合体

で見られた現象と同じであり、同じ粒径のリポソー

ム同士が合体し易いことが原因していると解釈でき

る。何故、このような特異的な融合現象が起きるか

については当日議論する。 
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図１ リポソームの粒径分布。図中の数字は最小

粒径リポソームが何個融合したかを表す。 
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